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■ 第４回北大阪急行線延伸技術検討会

【報告事項１－２．新箕面駅基礎杭の支持形式について】

1. 要 旨

北大阪急行線延伸区間の橋梁区間は、北側に向けて支持層が下がる地層となっており、最も深いところで

支持層深さが 60m 程度となっている。このため、全ての構造物の基礎形式を完全支持として設計することは、

不経済で、合理的ではないと予想される。ここでは地層や基礎の支持形式を整理すると共に、代表構造物に

対して比較検討を行い、新箕面駅付近における支持形式について検討する。

2. 杭の種類

３．検討箇所

4. 検討条件

○前提条件

検討ブロック ： Rc15 ブロック（1層 3径間 RCラーメン）

検討杭形式 ： ①完全支持杭[場所打ち杭]、②薄層支持杭不完全支持杭[場所打ち杭]

③-1 摩擦杭 [場所打ち杭]、③-2摩擦杭 [鋼管ソイルセメント杭]

5. 検討結果

次頁に示す Rc15 高架橋の比較検討の結果より、杭の支持形式は摩擦杭とし、その設計方針を以下に示す。

・支持地盤の不確定な当該設計区間においては、先端の支持力を無視した摩擦杭とする。

・摩擦杭は不同沈下対策として、構造物の変形抑制効果のある地中梁を設ける。

・地中梁は支持力としても期待できるという研究成果もあるが、本設計で余裕代として考え、設計上

は考慮しない。
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■ 第４回北大阪急行線延伸技術検討会

Rc15 基礎形式比較表


